









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































3 6　（8．0） 10 （25．0）
4 11　（14．8）2　（5．0）
5 11　（14．8）4　（10．0）
6 7　（9．5） 2 （5．0）
7 7　（9．5） 2　（5．0）
8 3　（4．1）
9 1　（1．4） 1 （2．5）
10 1　（1．4） 1　（2．5）
11以上 2　（2．7） 3　（7．5）






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































家族類型 普通型晶4轟切断型世　　代 分牌型 位牌分け型 双系型
拡　　大　　型 ｛　｛　i　！
???嫁　入　婚　型
嫁の長期里帰り
型
‘u）蝶｜（w・堅海
（n）小倉
（皿）青山
群馬・長野
隠
　
居??
父　　系　　型
智　入　婚　型
双　　系　　型
脇㌶浜 上名野川（高知県） 岩船（茨城）五島崎山
伊豆利島
核　　心　　型
?
（w）滝川
（w）嘉鈍
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　4，　位牌祭祀の諸類型と家族
第二に，しかしながら盆棚の供物などにおいて最終年忌以前の先祖と，これを経過し
た先祖の区別は位牌祭祀と密接に関連していると考えられる。
　次に妻＝母方の先祖に対するイデオロギーを検討してみると，父系型の位牌祭祀で
は，妻＝母方の先祖を自分の先祖とは考えない極めて排他的な祖先観が存在している
と思われる。これに対して双系型の位牌祭祀では，妻＝母方の先祖も受容する柔軟な
祖先観が背景にあると思われる。自家の父方の先祖と妻一母方の先祖の位牌を全く同
じように祀る点にこの観念は象徴的に示されているといえよう。位牌分け型の祖先祭
祀の背景にある観念は，この両者の中間ともいうべきもので，世代を限定して妻＝母
方の先祖の位牌を受容しているとみることができよう。すでに論じたように森岡清
美（1984）は「系譜的な祖先観」と「双系に拡がる祖先観」という祖先観の二つのタ
イプを示し，さらに前者から後者への変動を指摘したが，系譜的祖先観は父系型の位
牌祭祀に対応し，双系的祖先観は双系型の位牌祭祀に対応するから，この二つの祖先
観は伝統的に日本に存在したと見るべきである。結論的にいえば父系型の位牌祭祀は
「父系的求心的祖先観」に双系型の位牌祭祀は「双系的拡散的祖先観」に対応し，位
牌分け型の位牌祭祀はその中間形態とみなすことができよう。
　位牌祭祀の類型と家族類型ここではすでに示した筆者の四つの家族類型と父系
型・位牌分け型・双系型という三つの位牌祭祀類型との対応を検討してみよう。表12
は本稿で取り上げた事例について，その対応関係を示したものである。拡大型の家族
については本稿に掲げた事例のなかには該当事例がないので，その位牌祭祀を明らか
にすることができないが，基本的には父系型の普通型と対応していると考えて間違い
ないであろう。直系型家族は父系型の他に位牌分けにも対応している。隠居型家族は
父系型の他に，位牌分け型と対応している例が伊豆利島に見られる。原理的に考えれ
ば隠居型家族は双系型の位牌祭祀にも対応しうると考えられる。核心型家族はいずれ
も双系型に対応しているが，父系型や位牌分け型と対応しても原理的には矛盾しない
と考えられる。
　このような対応関係から，日本の家族の一方の極には直系型家族であって父系型の
位牌祭祀を行う家族，他方の極に核心型家族であって双系型の位牌祭祀を行う家族を
設定できる。前者は父子関係を常に強調する父性親子家族（unilateral　family）であ
り，後者は親子関係よりも夫婦関係を重視し，親子関係のうちでは父子関係と母子関
係をともに強調する双性婚姻家族（bilateral　conlugal　family）である。この中間に隠
居型家族であって，父系型の位牌祭祀を行っている父性婚姻家族（patrilateral　con－
jugal　family）がある。また双系型の位牌祭祀を行う直系型家族が見られない点は日
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本には双性親子家族（bilateral　family）が存在しないことを示すものである。
5要約と結論
　本稿の目的は，これまでほとんど類型的理解が試みられてこなかった日本の位牌祭
祀にっいて，各地の村落の事例にもとついてこれを類型化し，祖先祭祀の観念や家族
類型との関連を明らかにすることであった。ここではこれまでの考察を要約してむす
びにかえたいと思う。
　現代日本では位牌祭祀は祖先祭祀の一形態として極めて活発に行われており，位牌
を祀る仏壇や先祖棚は家屋の中の重要な場所を占めている。この位牌祭祀の各地の事
例を収集し分析を試みると，位牌の形態・作成方法・祭祀の方法などは極めて多様で
あり，それぞれの村落における伝統的祭祀方法が今日まで存続していると考えられ
る。位牌は祀られている先祖全体のなかで，ごく一部の新しい先祖を祀る手段であ
り，最終年忌経過以前の先祖に限定されている傾向がある。したがって，位牌は祖霊
化以前の個別的な先祖を祀る手段であると規定できる。
　日本各地の多様な位牌祭祀形態を世代深度と祭祀対象者との親族関係を指標として
類型化するなら，大別して父系型・位牌分け型・双系型の3類型にわけることが可能
であり，父系型はさらに普通型・本分家位牌分け型・世代切断型・分牌祭祀型の四つ
の下位類型にわけることができる。父系型は世代深度が比較的深く，父方の先祖の位
牌のみを排他的に祀る形態であって，能登・近江・若狭・対馬・五島などに分布して
いる。これに対して双系型は世代深度が比較的浅く，父方の先祖のみならず妻＝母方
の先祖をも合わせて祀る形態であり，事例の限りでは奄美に分布しているのが確認さ
れた。位牌分け型はこの中間的形態であって，父方の先祖の位牌に加えて世代限定的
に妻＝母方の先祖の位牌を祀る形態である。この形態は中部地方から関東地方および
東北地方南部に分布している。これらの位牌祭祀の類型はそれぞれ特定の祖先観を背
景にしていると考えられる。父系型の位牌祭祀は，父方の先祖のみを先祖と考える父
系的求心的祖先観に対応し，双系型の位牌祭祀は，より柔軟で父方母方双方を先祖と
考える双系的拡散的先祖観に対応しているといえよう。さらに，こうした位牌祭祀の
諸類型と家族構造との関連を考察してみると，父系型の位牌祭祀は拡大型，直系型，
隠居型の家族に関連し，親子関係のレベルでみれば，父一息子の関係を強調する父性
親子家族に対応する。一方双系型の位牌祭祀は核心型や隠居型の家族に関連し，親子
関係よりも夫婦関係を強調する双性婚姻家族に対応するといえよう。
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5．要約と結論
日本の位牌祭祀は極めて多様である。この多様性をふまえながらさらに日本の位牌
祭祀の理解を深めようとするなら，本稿で扱うことのできなかった沖縄の位牌祭祀と
の比較や，広く東アジアの諸社会の位牌祭祀との比較研究が今後必要であると考えら
れる。
（註）
（1）「分牌祭祀」「位牌分け」などの用語は，従来民俗学者がこうした位牌祭祀慣行を行ってい
　る地域の民俗語彙などを参考としながら個々に命名した用語であって，日本全土の位牌祭祀
　を比較しながら命名したものではない。したがって用語の厳密性や表現性において，多少欠
　げる点がある。しかし従来からこの用語は広く用いられており，事例提示にあたってはこの
　用語を使用したい。
（2）奄美や沖縄では一般に仏教の普及が微弱であり，祖先祭祀と仏教との関係は日本本土にお
　けるより，かなり弱くなっている。そこでは位牌を祀ってある場所は仏壇とよばれずに先祖
　棚（ウヤフジダナ）とよばれる。
（3）寺位牌の厳しい序列についての報告は数多いが，同族組織の発達した山梨県北都留郡綱原
　村大垣外についての喜多野清一（1940）の報告はとくに注目される。大垣外では寺位牌の序
　列を「牌席」とよび，同族の本家が最も上の位置を占めている。この牌席は孟盆会の席次に
　対応している。
（4）柳田国男（1946）はこの3点について次のように述べている。第一点の祖先祭祀の単位と
　しての家については「先祖は祀るべきもの，さうして自分たちの家で祀るのでなければ，何
　処も他では祭る人のない人の霊，すなわち先祖は必ず各家々に伴うものと思っていること」，
　第二の先祖と子孫の近接性については「日本人の死後の観念，即ち，霊は永久にこの国土の
　うちに留まって，さう遠方には行ってしまわないという信仰が，恐らくはこの世の始めから
　今日まで……」，そして第三の先祖の厳格な規定については「祭りをする役目には定った掛
　りがあって，誰れが祭っても，何処で祀ってもよいというものではなかった」と述べてい
　る。
⑤　日本の家族類型論は，これまで鈴木栄太郎・大間知篤三・蒲生正男らによって，さまざま
　な視点から論じられてきたが，これらについては，上野和男（1984）においてやや詳しく検
　討した。
（6）この点については上野和男（1982）で検討を加えた。
（7）本稿で取扱う位牌祭祀の事例の地域的範囲としては，南島は奄美諸島までとしたい。沖縄
　の位牌祭祀については，日本本土とは基本的に異なるいくつかの禁止規則もあり，別に考察
　を進めたいと思うので，本稿では対象外とした。
（8）特定の村落の位牌祭祀の集中的調査としては，奄美・沖縄を除けば，Smith，　R．（1974）
　の他には，喜山朝彦（1982）による東京都八王子市別所の事例が知られる程度である。
（9）仏教宗派と位牌祭祀の関連を示す例として，浄土真宗の村落で全く位牌祭祀が行われてい
　ない場合がある。滋賀県高島郡高島町伊黒（1977年調査，上野和男　1978a）はその典型で
　ある。伊黒では70戸のうち，浄土真宗本願寺派が43戸，大谷派が24戸（不明3戸）であり，
　ほとんど全戸が浄土真宗の檀徒である。ここでは仏壇で位牌は全く祀られておらず，位牌に
　かわるものとして各家の先祖の戒名，俗名，死亡年月日などを書いた過去帳を仏壇において
　いる。死者の名前は月別にかかれており，月ごとに開いておく頁をかえる。過去帳に記載さ
　れた先祖の一例を示せば次ページの図の通りであって，すべて父系の先祖である。妻方や母
　方の先祖は全く記載されていない。したがって，伊黒の祖先祭祀は，父系単系的構造を特徴
　としているといえよう。
⑩　小倉の先祖送りの行事である万燈（マンドウ）は，オショライ迎えと同様に子供組の手に
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　よって行われる。8月14日に雑草・雑木・藁など
　を集落の北側の山に積み上げ，15日早朝の4時
　頃，宮座の当番神主がきて火をともし，その火を
　子供たちが積み上げた草や木につける。オショラ
　イ迎えの時には神主は何ら関与しないが，先祖送
　りに関与する点は注目すべきである。火をつけた
　のち，神主は来た村人たちにお神酒をふるまう。
⑪　堅海の大きな位牌に書かれた先祖代々の戒名を
　見ると，男女にかかわらず冒頭の一字が家によっ
　て共通している場合が多く見られる。これは戒名
　にもその家のシソボルとなる一字を先祖から子孫
　へと受け継ぐ祖名継承法が存在するものと考えら
　れる。
⑫　こうした説明は京都府丹後町竹野や志摩答志
　島，伊勢の南島町阿曽浦でも行われている。竹野
　では分牌祭祀が行われているが，「おちいさんの
　始末は長男（ホソヤ）でするが，残ったばアさん
　は分家へ行く事が多い。ここでは仏のない家に居
　るものでないと言うてばアさんを分家につけ，ば
　アさんの葬式法事も分家でする事もあり，ばアさ
　んの葬式丈はホンヤでして拝むのは分家でするの
　もある」（柳田国男編1949）と報告されている。
　答志島では「アラジソショウに仏がなくてはいか
　んと言って，インキョをつくる時，本家の位牌の
　中から○○童子・××童女などとあるのをひとつ
　貰って行って盆にはこれを祀る。仏のいない家は
??????
口?ー?
?????（??）
ヨメにいったが、
子がなくて死んだ
　当主が早く死んで仏になるといい，誰でもいいから仏を貰っていって祀るのだといってい
　る」（竹田旦1956）。また伊勢の阿曽浦については「盆には仏サンがいないと淋しいらしくて
　大抵の家は本家から本家とは余り縁のなささうな仏を貰ってくる。父の従兄弟などで，それ
　を隠居の先祖ガシラ（又は位牌ガシラ）にしている」と報告されている（竹田旦1950）。
⑬　奄美大島の瀬戸内町管鈍では，かつて祀り手のいない先祖が家の中に入ることを防ぐため
　に，オモテの外の屋敷地にメツダナ（水棚）という盆棚を特別につくって供え物をした。こ
　の供物は子供たちがもらってまわったという。（上野和男　1978）
⑭　この家では，①父の姉妹，②母のウヤモト（実家），③母の姉妹の婚家，④妻の実家，⑤
　妻の実家の本家，⑥妻の母の実家の軒の墓を必ずしも同時ではないが管理していた経験があ
　る。いずれも滝川から転出していった家の墓であって，「この家に集ってきた」のだという。
　このうち父の姉妹を除く5軒はいずれも妻方もしくは母方の親族の家の墓である。とくにこ
　のなかでも注目されるのは妻の母の実家の墓であって，F家を経てこの家に管理が委任され
　てきている。すなわち娘の婚家，またその娘の婚家という方向に墓の管理がつぎつぎに移行
　しているのである。
問　長野県南佐久郡北相木村の位牌分けは以下のように報告されている（武蔵大学日本文化史
　演習1978）。「イミワケの中に含まれるイハイワケ（位牌分け）は，別に家をかまえた子供す
　なわち嫁に行った娘などのためにとり行なわれる。r仏さまをいただきたい』と申し出て位
　牌を分けてもらう。ただし家を出ていても，ひとり身の子供には位牌分けを行なわないし，
　都会に出てしまった子供の中には位牌分けを拒否する人もいるとのことである。位牌分けは
　本家の立ち合いのもとで一番上の息子すなわち施主が，位牌のある座敷つまり葬式が行なわ
　れた座敷で取り行なう。位牌は白い紙でつつみ，黒の水引をかける。そしてやはり同じよう
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　に白い紙でつつみ黒の水引で結び，遺物と書かれた形見の品物といっしょに渡される。……
　位牌分けにより持ちかえった位牌は，キャクボトケ（客仏）とよばれ，嫁入先で夫の兄弟，
　親類や近所の人を呼び，客仏の紹介の意でもてなしをする。このことをシュウトギリとい
　い，持ち帰ったその晩に行なわれる。位牌は姑たちが親類を呼び，もてなしのしたくが整っ
　ているところへ持ち帰られる。『ただいままいりました』『このたびは御愁傷様でした』とい
　うようなあいさつを交してから，用意された仏壇の下の台に位牌を置く。順に線香をあげて
　から飲み食いを始める……」。この事例で注目されるのは，位牌分けが婚出した娘たちの申
　し出によって行われる点と，婚家では娘の両親の位牌が客仏といわれているという二つの点
　である。
⑩　群馬県利根郡白沢村の位牌分けは次のように報告されている（群馬県教育委員会　1969）。
　「親の位牌は子供達に分けてやる。この時位牌と一緒に持たせてやるものは，米，1～2升
　袋に入れて，あぶらげ，3～5枚わらのつとっこに入れて，ローソク3本，線香2～3束，
　位牌はさかさに背負って行く。位牌をもらった者に組の者がサッソイと言ってついてくる。
　位牌をもらった時は必ずその日のうちに家に帰ることになっている。家が遠くてその日のう
　ちに帰れぬ者は，一度家を出て別の入口から入って泊って行く。位牌をもらって帰った人は
　都合をみてカエリドキをつくる。ケエリドキともいう。これは貰ってきた米などをたねにし
　て組内の人たちを呼んでおふるまいをすることである。また群馬県多野郡鬼石町法久（1972
　年調査）でも位牌分けが行われている。法久では死者の出た家のみ木の位牌をつくり，兄弟
　姉妹には紙の位牌をつくって配る。位牌は兄弟中がもつと考えられている。
⑰　愛知県西春日井郡西春町の位牌分けは次のように報告されている（伊藤良吉　1984）。「親
　の葬式がすんだ四十九日か年忌の折に分家した次三男や他家に嫁いだ娘が親の位牌を親元の
　位牌とは別にうけてくることがある。これを一般にイハイワケ（位牌分け），分けた位牌をワ
　ケイハイ（分け位牌）といい，主に四十九日，三十五日のキアケ（忌明け）に受けるという。」
胸　山梨県中巨摩郡敷島町下芦沢（1968年調査）では葬式に参加した親族には紙に戒名を書い
　たものが渡され，これをもらった人は家に持ち帰って仏壇で祀ることが行われている。これ
　も位牌分けの一種と考えられる。また茨城県東茨城郡桂村岩船（1974年調査）では位牌分け
　と分牌祭祀の二つの慣行がともに行われている。岩船ではカイミ。ウとよばれる死者の戒名
　を書いた紙を子供全員に配る。葬式が終ったあとで兄弟が集って「オヤジの位牌だからもっ
　て行ってお線香をあげてくれといって」渡される。白木の位牌は死者の出た家だけがつく
　る。カイミョウは娘であれば婚家の仏壇で祀られ，33年忌まで年忌も行われる。したがっ
　て，この村では父方の位牌に加えて，母方や妻方のカイミョウが同じ仏壇で祀られることに
　なる。さらに福島県石川郡平田村九生滝（1973年調査）でもまた，位牌分けと分牌祭祀とが
　併存して行われている。九生滝でも位牌分けの位牌はカイミョウとよばれ，死者の戒名が書
　かれた紙である。他家に嫁いだ娘はこれを婚家の仏壇の木製の位牌にはりつけて祀る。婚家
　に嫁が持っていくのは両親の位牌のみである。九生滝の事例は東北地方で初の位牌分けの事
　例であって，東北地方南部にも位牌分けが広く分布する可能性もある。
⑲　この点について群馬県甘楽郡甘楽町笹では，「人間は結婚して始めてヒトになる。つまり
　一人前になるわけだ。それに親が死んだ時に所帯を持っていなければ位牌を分けてもらった
　ところで祀る場所がない」「子供が一人前，つまり結婚するまで見守るのが親の責任である。
　その時まで生きていられなかったのは，親子の縁がなかったからだ」と説明されている（江
　副美奈子　1979）。
⑳　しかしながら盆の時に位牌を分けたすべての家で先祖迎えや先祖送りを行うか否かについ
　ては記述がなく明らかではない。
¢D牛島巌（1966）にもほぼ同様の記述がなされている。
㈱　「20日目の晩をウチカタリともいって，次のような儀礼を行う。忌に服している者が皆位
　牌を持って家の前庭に出，位牌の法名が書いてある方を前にして，各自がオサング（お撤
　米）を背後に向って撤く」（村武精一・坪井洋文　1975）ρ
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㈲　智養子縁組の夫婦の場合も，父親は本家で位牌が祀られ，母親は分家で祀られる。したが
　って，その家で生まれた者は本家，婚入者は分家という区別ではない。
⑳　竹田旦（1964）によれば，分牌祭祀の分布地域は，高知吉良川，愛知県南北設楽郡，三重
　答志島，京都竹野，鹿児島宝島，長崎宇久島，小値賀島，鹿児島甑島・口永良部島・屋久
　島，山口平群島，三重阿曽・和具・磯部・間崎島の15地域である。この他にも五島崎山をは
　じめとして，〔事例IV〕に示した南伊勢美杉村，茨城県勝田市（上野和男　1972，1973，竹
　田旦　1975），茨城県桂村岩船，福島県平田村九生滝でも分牌祭祀が確認されている。
㈲　「位牌畑」は夫婦が離縁する時に，嫁に付けて実家に提供する場合もある。しかしこれは
　嫁が子供を生んで，老人となった場合に限られるようである。
㈱　この隠居分家がいつ成立したかについてはいくつか不明な点があるが，下高場では「常会
　づきあい」「ムラヅキアイ」とよばれる村のつきあいを始めた時点で一軒前の家として村落
　レベルで承認をうけたとみなすことができる。
㈲　事例には示さなかったが，三重県一志郡美杉村三多気（1982年調査）では，普通の箱位牌
　の他にトーバとよばれる白木の位牌が祀られている家もある。これは本分家間で位牌分けを
　行っている家であって，これは奄美の写位牌や茨城・岩船のカイミョウに類似した性格の位
　牌と考えることができよう。
⑳　隠居屋で位牌祭祀する場合，不都合が生じることがある。それは主屋の若夫婦の子供が死
　亡した場合，子供の位牌は両親のもとではなくて祖父母のもとで祀られるからである。1972
　年茨城県勝田市下高場で調査中に，ある家族の若者が交通事故で死亡した。その母親は，自
　分の子供の位牌を手もとにおいて祀ることのできない不満を語ってくれた。
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